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第 386号 

150周年記念事業に向けて 横断幕ができあがりました 
當麻小学校は、令和 7（2025）年 5月 17日に、150周年を迎えます。1学期の全校朝の会で

も 150周年の話をしました。子どもたちもとても楽しみにしています。実行委員の皆様のご協力のも

と、できあがった横断幕には、子どもたちの思いが集まったデザインも描かれています。来年から、

150周年事業に取り組んでいきます。保護者の皆様や地域の方々のご協力ご支援をよろしくお願い

いたします。 

 
  計画委員の子どもたちが、学校の門の前に、横断幕を 飾りました。 

 

 

 

夏休み作品交流会 
子どもたちが、夏休み中に制作した作品の交流会

を開きました。子どもたちの創造性豊かなすばらしい

作品が並びました。互いの作品の素敵なところを伝え

合うことができました。 
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考
え
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二
学
期
が
始
ま
り
、
子
ど
も
た
ち
の
明
る
い
声
が
、
学
校
中
に
響

き
渡
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
平
和
の
祭
典
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
、
パ

リ
で
行
わ
れ
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
行
わ
れ
て
い
る
最
中
で
す
。
し

か
し
、
世
界
各
地
で
、
戦
争
は
、
ま
だ
、
続
い
て
い
ま
す
。
た
く
さ

ん
の
人
々
の
命
が
失
わ
れ
、
本
当
に
悲
し
い
こ
と
で
す
。 

七
十
九
年
前
に
、
日
本
の
広
島
と
長
崎
に
、
原
子
爆
弾
が
落
と
さ

れ
、
今
年
も
平
和
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
去
る
八
月
三
日
に

當
麻
文
化
会
館
で
、
戦
争
を
体
験
さ
れ
た
藤
野
高
明
さ
ん
の
お
話
を

お
聞
き
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
小
中
学
生
も
含
め
て
約
百
人
の

方
が
聞
き
に
来
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

藤
野
さ
ん
は
、
今
年
で
八
十
五
歳
に
な
ら
れ
ま
す
。
終
戦
の
翌
年

に
、
小
川
で
乾
電
池
の
よ
う
な
筒
を
拾
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
不
発

弾
で
し
た
。
そ
の
不
発
弾
が
、
爆
発
し
、
当
時
五
歳
の
弟
さ
ん
は
即

死
。
七
歳
だ
っ
た
藤
野
さ
ん
は
視
力
と
両
手
首
を
失
い
ま
し
た
。
悲

し
み
と
失
望
の
中
で
、
唇
と
舌
で
点
字
を
読
む
こ
と
に
挑
戦
さ
れ
ま

す
。
藤
野
さ
ん
は
、
点
字
を
唇
で
読
む
と
、
最
初
は
ザ
ラ
ザ
ラ
と
ツ

ル
ツ
ル
し
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
点
字
を
、
唇
の
上
の
何
ミ
リ
か
と
い

う
感
覚
部
分
で
際
限
な
く
な
ぞ
っ
て
い
く
う
ち
に
、
や
が
て
、
い
く

つ
か
の
文
字
が
浮
か
ぶ
よ
う
に
わ
か
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。
文
字
の

獲
得
は
、
光
の
獲
得
で
あ
り
、
「
学
校
に
通
う
」
と
い
う
次
の
目
標

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
二
十
歳
の
と
き
に
、
受
験
を
認
め
ら
れ
た
大

阪
市
立
盲
学
校
（
当
時
）
に
、
中
学
校
二
年
と
し
て
入
学
さ
れ
ま
し

た
。
「
勉
強
が
で
き
る
の
は
、
ま
る
で
天
国
の
よ
う
だ
っ
た
。
」
と

語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
卒
業
後
は
、
通
信
制
の
大
学
で
学
ば
れ
ま 

し
た
。
努
力
を
積
み
重
ね
ら
れ
、
点
字
で
の
試
験
で
、
大
阪
市
立
盲

学
校
の
社
会
科
教
員
に
な
り
、
約
三
十
年
務
め
、
大
勢
の
生
徒
を
送

り
出
さ
れ
ま
し
た
。
藤
野
さ
ん
は
、
「
今
の
平
和
は
す
ば
ら
し
い
。

戦
争
は
起
こ
し
て
は
い
け
な
い
。
」
と
、
訴
え
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

八
月
六
日
の
平
和
記
念
式
典
で
は
、
「
平
和
の
誓
い
」
で
、
広
島

の
小
学
校
六
年
の
子
ど
も
た
ち
が
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
ま
す
。

『
一
人
一
人
が
相
手
の
話
を
よ
く
聞
く
こ
と
。 

「
違
い
」
を
「
良

さ
」
と
捉
え
、
自
分
の
考
え
を
見
直
す
こ
と
。 

仲
間
と
協
力
し
、
一

つ
の
こ
と
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
。 

私
た
ち
に
も
で
き
る
平
和
へ
の
一

歩
で
す
。
』 

子
ど
も
た
ち
に
は
、
こ
れ
か
ら
の
学
習
の
中
で
、
平
和
の
尊
さ
に

つ
い
て
し
っ
か
り
と
考
え
、
平
和
へ
の
思
い
を
つ
な
い
で
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。 

ここがふるさと 當麻  

～當麻に育つ喜びを語

り合う～ 

 そして未来へ 


